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今
年
の
降
臨
節
主
日
の
旧
約
朗
読
は
イ
ザ
ヤ

書
で
す
。
第
１
主
日
は
イ
ザ
ヤ
２
章
か
ら
「
国

は
国
に
向
か
っ
て
剣
を
上
げ
ず
、
も
は
や
戦
う

こ
と
を
学
ば
な
い
」
（
「
国
と
国
と
は
戦
火
を

交
え
ず
、
も
は
や
軍
備
を
競
わ
な

い
」
中
澤
洽
樹
訳
）
と
い
う
万
国

平
和
が
語
ら
れ
ま
す
。
第
２
主
日

の
イ
ザ
ヤ
書
11
章
で
は
「
エ
ッ
サ

イ
の
株
か
ら
ひ
と
つ
の
芽
が
萌
え

い
で
、
そ
の
根
か
ら
ひ
と
つ
の
若

枝
が
育
ち
」
と
あ
り
ま
す
。
エ
ッ

サ
イ
と
は
ダ
ビ
デ
の
父
で
す
。
期

待
す
る
理
想
の
王
は
、
ダ
ビ
デ
の

系
譜
か
ら
出
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
に
は
平
和
の
治
世
と

い
う
も
の
が
、
メ
シ
ア
の
統
治
と

し
て
描
か
れ
ま
す
。
理
想
の
統
治
者
へ
の
期

待
、
こ
れ
は
や
が
て
来
た
る
べ
き
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
イ

エ
ス
は
、
あ
の
貧
し
さ
の
象
徴
と
し
て
の
飼
い

葉
桶
の
中
に
生
ま
れ
、
人
々
の
病
を
担
い
、
そ

し
て
死
ぬ
（
十
字
架
に
か
か
る
）
苦
難
の
僕
と

し
て
の
生
涯
で
し
た
。
振
り
返
れ
ば
私
た
ち
の

信
ず
る
神
は
、
そ
の
独
り
子
を
犠
牲
に
し
て
ま

で
、
私
た
ち
を
愛
し
貫
か
れ
る
お

方
で
す
。

　
さ
ら
に
イ
ザ
ヤ
は
「
大
地
は
主

を
知
る
知
識
で
満
た
さ
れ
る
」
と

語
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
平
和
」
で

す
。
聖
書
が
語
る
平
和
、
シ
ャ
ロ

ー
ム
は
「
主
を
知
る
こ
と
が
地
に

満
ち
る
」
こ
と
で
す
。
「
主
を
知

る
」
と
は
、
単
な
る
知
的
な
理
解

で
は
な
く
、
主
と
一
つ
と
な
り
、

主
と
共
に
生
き
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
地
に
満
ち
る
こ
と
、
こ
こ
に

シ
ャ
ロ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
現
を
想
起

し
つ
つ
、
御
子
の
ご
降
誕
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
（
東
京
教
区
管
理
主
教･

北
関
東
教
区
主
教
）
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今週・来週 の 予 定

１２月１９日～１月１５日

１９（日）降臨節第４主日

２１（火）教財務サービス委

員会

正義と平和運営委

員会

２５（土）降誕日

２６（日）降誕後第１主日

山手Ｇ牧師協議会

1 月

　１（土）主イエス命名の日

　２（日）降誕後第２主日

　６（木）顕現日

　８（土）新年礼拝

　９（日）顕現後第１主日

１１（火）銀座朝祷会

貧困問題Ｐ

１２（水）公開説教

１３（木）常置委員会

聖職養成委員会

１４（金）広報委員会

◇
１
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
主
教
座
聖
堂
の
働
き
の
た
め
▽
エ

ル
サ
レ
ム
教
区
の
働
き
の
た
め
▽
視

覚
聴
覚
障
害
者
伝
道
の
た
め
▽
聖
救

主
福
祉
会
　(
深
川
愛
の
園
・
ま
こ
と

保
育
園
、
善
福
寺
愛
の
園
）
の
た
め

▽
タ
イ
チ
ェ
ン
マ
イ
のHI

V/
AI
DS

の

方
々
・
難
民
・
移
民
の
自
立
支
援
の

た
め

◆ 

と
こ
し
え
の
平
安

11
月
７
日
　
林
　
光
（
94
）
　

聖
テ
モ
テ

11
月
13
日
　
安
部
み
ど
り
（
62
）

　
聖
ヨ
ハ
ネ

11
月
24
日
　
山
里
　
澄
江
（
78
）

　
八
王
子
復
活

11
月
30
日
　
岡
田
　
　
節
（
87
）
　

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

12
月
３
日
　
池
端
　
健
雄
（
95
）

　
聖
ア
ン
デ
レ

12
月
６
日
　
上
宮
　
　
節
（
80
）

聖
ヨ
ハ
ネ

12
月
８
日
　
鍵
山
　
絢
子
（
64
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

12
月
12
日
　
遠
藤
　
昭
枝
（
83
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
▽
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
案
内
　
教
区
内

教
会
・
礼
拝
堂
の
24
日
～
１
月
１
日
ま

で
の
諸
礼
拝
お
よ
び
催
事
一
覧
が
各
教

会
・
礼
拝
堂
へ
送
ら
れ
配
布
さ
れ
て
い

る
、
ご
参
照
・
ご
利
用
を
。
発
行
＝
信

仰
と
生
活
委
員
会
・
広
報
委
員
会
。
教

区
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
。

　
▽
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
裸
足
の
宣

教
』
　
本
号
５
面
に
案
内
さ
れ
て
い

る
冊
子
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
一
人
ひ

と
り
に
配
布
さ
れ
る
。
　

【
休
業
・
休
刊
】
　
教
区
事
務
所
休

業
＝
12
月
30
日
～
１
月
６
日
、
７
日

(

金)

よ
り
通
常
業
務
。
教
区
時
報
休

刊
＝
12
月
26
日
号
～
１
月
９
日
号
。

16
日
号
よ
り
再
刊

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》



２０１０年１２月１９日（第１１９０号）

- 2 -

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

                       

月
島
聖
公
会

　
現
在
建
築
中
の
教
会
・
保
育
園
の

建
物
は
来
春
の
竣
工
に
向
け
て
着
々

と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
方
の
お
祈
り
と
お
支
え
の
お
か

げ
で
何
と
か
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

建
築
募
金
は
、
教
会
・
礼
拝
堂
に
お

邪
魔
し
て
ア
ピ
ー
ル
の
機
会
も
い
た

だ
き
、
目
標
７
百
万
円
の
約
半
分
を

達
成
し
ま
し
た
。
３
階
が
礼
拝
堂
と

牧
師
館
、
１
・
２
階
が
保
育
園
と
い

う
新
し
い
形
で
の
ス
タ
ー
ト
。
幼
子

と
共
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
上
に
、

月
島
の
地
で
の
新
た
な
宣
教
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
お
祈
り
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

     

　 

（
聖
職
候
補
生 

下
条
知
加
子
）

◇
人 

事

　
司
祭
　
高
橋
　
顕
　
目
白
聖
公
会

管
理
牧
師
解
任
（
12
月
31
日
付
）

　
司
祭
　
鈴
木
裕
二
　
真
光
教
会
牧

師
解
任
（
12
月
31
日
付
）
目
白
聖
公

会
牧
師
任
命
　
真
光
教
会
管
理
牧
師

任
命
（
11
年
１
月
１
日
付
）

　
▽ 

正
義
と
平
和
協
議
会
　
１
月
22

日(

土)

。
14
時
、
講
演
会
＝
沖
縄
問

公　示

            救主降生2010年１２月８日

            日本聖公会

            首座主教 ナタナエル 植松 誠

神のお許しがあれば、

司祭 アンデレ 大畑喜道の主教按手式な

らびに日本聖公会東京教区主教就任式を

下記のとおり執行いたします。

主にある兄弟姉妹、ことに日本聖公会に

属する聖職、信徒の代祷を求めます。

記

日時：2011年２月11日（金）午後１時

場所：香蘭女学校

        東京都品川区

                旗の台６丁目２２－２１

司式：首座主教 ナタナエル 植松 誠

説教：主教 ヨハネ 加藤博道

（祭色は赤を用います）

以上

題
を
テ
ー
マ
に
、
講
師
・
谷
昌
二
沖

縄
教
区
主
教
。
16
時
、
協
議
会
＝
本

年
度
活
動
報
告
と
「
貧
困
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
現
況
報
告
。
教
区
会
館
３
階

を
予
定
。
詳
細
は
１
月
16
日
号
に
。

◇ 

前
教
区
主
教
・
植
田
仁
太
郎
主
教

様
感
謝
募
金
　
《
送
金
方
法
》
郵
便

局[

郵
便
振
替
口
座
番
号
・
０
０
１
３

０-

８-

１
７
４
８
３
口
座
名
義
・
日

本
聖
公
会
東
京
教
区]

。
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▽ 

２
０
１
０
年
度
聖
公
会
神
学
院

短
期
集
中
講
座
『
東
方
正
教
会
の
霊
性

に
学
ぶ
』
　
「
西
方
の
キ
リ
ス
ト
教

が
、
多
く
の
矛
盾
を
抱
え
て
、
分
裂
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
、
変
わ
ら
な

い
伝
統
を
守
り
、
独
自
の
歩
み
を
続
け

て
い
る
東
方
正
教
会
の
霊
性
を
ご
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
校
長
・

広
谷
和
文
司
祭
の
呼
び
か
け
で
開
催
さ

れ
る
。
講
師
＝
鐸
木
道
剛
（
岡
山
大
学

准
教
授
）
、
長
屋
房
夫
（
ロ
シ
ア
正
教

会
司
祭
）
、
期
間
＝
１
月
18
日
（
火
）

～
21
日
（
金
）
、
費
用
＝
全
期
間
３

万
円
、
通
学
聴
講
・
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

千
円
、
参
加
当
日
納
入
。
持
参
品
＝
聖

書
。
申
込
＝
８
日
迄
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
。
宿
泊
等
詳
細
照
会
℡
03
（
３

７
０
１
）
０
５
７
５
・
同
院
。
　

　
▽
聖
公
会
神
学
院
入
学
試
験
　
２
月

３
日
（
木
）
14
時
～
５
日
（
土
）
正

午
。
場
所
＝
聖
公
会
神
学
院
（
学
生
寮

に
宿
泊
）
。
願
書
締
切
＝
１
月
28
日

（
金
）
必
着
。
受
験
料
＝
宿
泊
・
食
費

込
５
万
円
。
詳
細
照
会
℡
03
（
３
７
０

１
）
０
５
７
５
・
同
院
。

　
▽
１
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
５
日(

水)

18
時

半
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19

時
か
ら
。
演
奏
者
＝
小
野
田
良
子
。

入
場
無
料 (

会
場
献
金)

。

　
▽
１
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト  

＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
14
日

(

金)

、
永
瀬
真
紀
　
＊
聖
テ
モ
テ
＝

18
日(

火)

、
細
川
久
恵
　
＊
神
田
キ

リ
ス
ト
＝
19
日(

水)

、
小
野
な
お
み

各
々
12
時
20
分
か
ら
30
分
程
度
、
入

場
無
料
。

　
▽
１
月
銀
座
朝
祷
会
　
11
日
・
25

日
（
第
２
・
４
火
曜
）
７
時
半
、
喫

茶
室
ル
ノ
ア
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。

お
話
＝
未
定
。
照
会
℡
０
４
２
（
７

９
６
）
１
４
９
８
・
同
世
話
人
。
　

　
▽
１
月
西
新
の
会
　
11
日
（
火
）

19
時
半
＝
聖
餐
式
・
聖
書
の
学
び (
高

橋
顕
司
祭)

。
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
。
照
会
℡
03
（
３
３
３
８
）
４
１

４
５
・
阿
佐
谷
聖
ペ
テ
ロ
教
会
。

◇ 

堅
信
受
領

12
月
12
日
　
主
教
座
聖
堂

▽
渡
邊
泰
子
（
聖
ペ
テ
ロ
）
▽
成
リ
ン

（
聖
救
主
）
▽
ヨ
ー
コ
・
ヤ
マ
ダ
▽
ケ

イ
・
ヒ
ラ
タ
▽
ヒ
ロ
キ
・
ス
ズ
キ
▽
カ

ワ
シ
マ
（
聖
オ
ル
バ
ン
）
▽
桑
原
康
平

▽
加
藤
直
徳
（
聖
テ
モ
テ
）
▽
林
真
愛

▽
原
口
明
音
▽
太
田
真
由
▽
麓
み
ゆ
き

（
聖
マ
ル
チ
ン
）
▽
藤
堂
順
平
（
聖
パ

ウ
ロ
）
▽
木
下
絵
美
▽
小
野
寺
景
子

（
清
瀬
）
▽
村
田
香
（
聖
ア
ン
デ
レ
）

▽
小
野
強
（
聖
ル
カ
）
▽
岡
本
直
子

（
神
愛
）

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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常
置
委
員
会
報
告
（
12
月
７
日
）

＊
12
日
の
合
同
堅
信
式
志
願
状
況
、

財
務
諸
表
そ
の
他
、
各
掌
握
関
連
事

項
に
つ
い
て
、
主
教
チ
ャ
プ
レ
ン
・

各
主
事
ら
の
報
告
を
了
承
。

＊
教
区
新
年
礼
拝
を
１
月
８
日
（
土
）

10
時
半
か
ら
三
光
教
会
で
行
う
。

＊
第
１
１
５
（
定
期
）
教
区
会
開
催

日
を
３
月
21
日
（
月
・
休
）
と
し
、

書
記
に
２
師
を
任
命
。

＊
財
政
委
員
会
委
員
長
交
替
に
つ

き
、
後
藤
務
委
員
長
就
任
を
了
承
。

＊
正
義
と
平
和
協
議
会
運
営
委
員
１
名

欠
員
に
つ
き
井
口
諭
司
祭
を
任
命
。

＊
主
教
按
手
式
・
主
教
就
任
式
実
行

委
員
会
委
員
任
命
を
了
承
。

＊
祈
祷
書
改
訂
増
補
作
業
に
係
わ
る

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
鈴
木
裕
二
司
祭
推

薦
を
了
承
。

＊
日
韓
聖
公
会
神
学
会
（
会
長
・
竹

田
眞
主
教
）
理
事
会
開
催
支
援
に
つ

き
、
主
教
資
金
か
ら
支
出
を
了
承
。

＊
12
年
日
本
聖
公
会
宣
教
協
議
会
東

京
教
区
準
備
委
員
会
設
置
に
関
し
、
常

置
委
員
会
推
薦
委
員
５
名
を
協
議
。

＊
第
１
１
２
（
臨
時
）
教
区
会
議
事

録
精
査
担
当
者
を
了
解
。

＊
社
会
福
祉
法
人
「
聖
救
主
福
祉

会
」
と
の
覚
書
を
更
新
す
る
。

＊
月
島
聖
公
会
の
教
区
建
築
融
資
金

申
請
を
了
承
。

＊ 

２
０
１
１
年
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
す
る
。
　
　

＊
そ
の
他

◇ 

教
区
新
年
礼
拝
　
廣
田
勝
一
管
理

主
教
司
式
・
説
教
に
よ
る
聖
餐
式

が
、
１
月
８
日
（
土
）
10
時
半
か
ら

三
光
教
会
で
行
わ
れ
る
。
久
方
振
り

の
新
年
礼
拝
は
、
広
く
信
徒
各
位
へ

参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
▽ 

聖
職
試
験
公
開
説
教
　
聖
職
試

験
委
員
会
主
催
、
執
事
試
験
の
一
環

と
し
て
、
１
月
12
日
（
水
）
19
時
か

ら
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
で
。
説

教
者
（
執
事
志
願
者
）
は
倉
澤
一
太

郎
聖
職
候
補
生
。
来
聴
歓
迎
。
　

◇ 

教
区
主
教
按
手
式
・
就
任
式
実
行

委
員
会
　
常
置
委
員
長
笹
森
田
鶴
司
祭

を
実
行
委
員
長
に
設
置
さ
れ
、
14
日

（
火
）
初
会
合
が
持
た
れ
た
。
（
以
下

括
弧
内
は
責
任
者
名
）
委
員
会
は
、
礼

拝
式
典
担
当
（
司
祭
高
橋
宏
幸
＝
式
典

長)

、
招
待
接
待
担
当
（
司
祭
田
光
信

幸
）
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
担
当 (

司
祭
長

谷
川
正
昭)

、
会
計
・
募
金
担
当
、
事

務
局
の
５
部
門
の
職
務
を
分
担
す
る
。

同
日
は
前
半
で
全
体
の
流
れ
や
役
割

分
担
と
予
算
な
ど
の
確
認
、
後
半
は

各
担
当
で
協
議
を
行
い
、
早
速
活
動

を
開
始
し
た
。
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▽ 

真
光
教
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
　
同
教
会
聖
歌
隊
の
合
唱
と
、

フ
ル
ー
ト
演
奏
（
フ
ル
ー
ト
＝
河
合

沙
樹
・
ピ
ア
ノ
＝
堀
部
と
も
よ
）
。

26
日
（
日
）
14
時
、
同
教
会
。
無

料
。
照
会
℡
０
４
２
（
７
９
５
）
６

４
４
９
・
同
教
会
。

　
▽ 

神
愛
教
会
二
つ
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
　
・
19
日
（
本
日
）
14

時
、
入
場
無
料
。
・
25
日
（
土
）
14

時
半
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ム
（
ピ

ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
バ
イ
オ
リ

ン
）
。
入
場
料
千
５
百
円
（
学
生
千

円
）
。
照
会
℡
03
（
３
８
０
２
）
２

４
５
５
・
同
教
会
。
　
　
　
　
　

　
▽ 

顕
現
日
、
祈
り
の
集
い
（
お
話

と
祈
り
）
　
「
朝
鮮
の
人
々
、
在
日

朝
鮮
人
と
と
も
に
、
平
和
を
求
め
よ

う
」
お
話
＝
東
海
林
勤
師
（
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
牧
師
・
高
麗
博
物
館
理

事
）
。
11
年
１
月
６
日
（
木
・
顕
現

日
）
18
時
半
、
目
白
聖
公
会
。
女
性

が
教
会
を
考
え
る
会
主
催
・
正
義
と

平
和
協
議
会
協
賛
。
照
会
℡
０
４
２

（
３
３
６
）
８
５
２
４
・
前
田
。

　
▽
建
築
中
の
月
島
聖
公
会
　
３
階
ま

で
の
躯
体
が
出
来
、
１
月
８
日
（
土
）

14
時
～
15
時
に
見
学
会
を
行
う
。
要

申
込
＝
氏
名
・
教
会
名
・
連
絡
先
電
話

番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
（
３
３
５

８
）
３
７
９
５
・
長
島
宛
。
申
込
期
限

＝
12
月
27
日
（
15
名
で
締
切
）
。
照

会
℡
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
同
じ
。

　
▽ 

晩
祷
・
全
曲
演
奏
会
（
セ
ル
ゲ

イ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲
）
　
ア
リ

ル
イ
ヤ
合
唱
団
。
１
月
23
日
（
日
）

15
時
、
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
。
入

場
無
料
（
会
場
献
金
）
。
照
会
先
＝

mail<20110123alliluia.atumari.net.>

・

同
合
唱
団
。   

　
　

＊
資
料
保
全
委
員
会
か
ら
お
願
い
　

　
ご
存
じ
の
方
は
ご
一
報
を

　
教
区
事
務
所
資
料
棚
の
一
隅
に
、

「
旧
大
久
保
基
督
教
会
牧
師
、
故
桑

田
繁
吉
先
生
記
念
」
と
刻
ま
れ
た
分

厚
い
木
版
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
足
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
、
こ

れ
か
ら
家
を
出
よ
う
と
す
る
一
人
の

ま
す
ら
お

司
祭
の
姿
と
、
「
嗚
呼
勇
士
は
戦
の

う
つ
わ

中
に
仆
れ
た
る
か
な
　
戦
の
具
に
失

せ
た
る
か
な
」
の
句
、
更
に
は
昭
和

20
年
２
月
、
空
襲
下
の
氷
雨
降
る
中

を
信
徒
訪
問
の
た
め
、
家
を
出
よ
う

と
し
て
仆
れ
た
老
司
祭
を
悼
む
言
葉

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
久
保
教
会
は
空
襲
で
焼
失
し
ま
し

た
が
、
同
教
会
や
桑
田
司
祭
に
つ
い
て

何
ら
か
の
情
報
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
教
区
事
務
所
小
川
総
主

事
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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ダ
ワ
ー
ニ
主
教
　

　
　
教
役
者
向
け
の
講
演
会

　　
東
京
教
区
の
招
聘
で
エ
ル
サ
レ
ム

教
区
よ
り
、
ス
ヘ
イ
ル･

ダ
ワ
ー
ニ
主

教
ご
夫
妻
が
来
日
さ
れ
た
の
を
機
会

に
11
月
22
日(

月)

教
役
者
に
対
す
る

講
演
会
が
教
区
会
館
で
行
わ
れ
た
。

　
現
在
60
歳
の
ダ
ワ
ー
ニ
主
教
の
家

族
も
ま
た
１
９
４
８
年
の
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
占
領
の

際
、
難
民
と
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
に
逃
れ

た
と
い
う
。
現
在
聖
地
の
キ
リ
ス
ト

者
の
数
は
約
２
％
弱
、
激
減
し
て
い

る
。
一
説
に
は
20
年
後
に
は
ゼ
ロ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
主
な
原
因
は
海
外

へ
の
移
民
で
あ
る
。
今
も
分
離
壁
や

検
問
に
よ
っ
て
聖
地
の
キ
リ
ス
ト
者

た
ち
は
移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
困
難

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

エ
ル
サ
レ
ム
教
区
で
は
、
よ
り
具
体
的

な
形
で
弱
者
を
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と

と
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の

「
架
け
橋
」
に
な
る
と
い
う
教
会
の
姿

勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。
エ
ル
サ
レ
ム

教
区
の
年
間
予
算
の
90
％
が
学
校
や

病
院
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子
ど
も
た
ち
が
出
会

い
、
共
に
生
き
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と

を
知
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
と

説
明
さ
れ
た
。

　
「
聖
地
の
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て

旧
約
聖
書
と
は
？
」
と
の
問
い
に
は

「
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
聖
職
の
共
通

認
識
と
し
て
旧
約
聖
書
も
新
約
聖
書

と
同
じ
よ
う
に
大
切
で
あ
る
。
特
に

預
言
者
の
経
験
や
教
え
、
そ
し
て
神

と
の
関
係
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切
」
と

答
え
「
キ
リ
ス
ト
者
は
新
約
聖
書
の

光
を
通
し
て
旧
約
聖
書
を
読
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
。
　

　
そ
し
て
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
イ
ス
ラ

ム
教
徒
も
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
通
し
て
、

同
じ
神
の
子
で
あ
る
」
と
語
ら
れ

た
。
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
持
つ
具
体

的
な
困
難
と
し
て
、
分
離
壁
や
検
問

所
に
阻
ま
れ
、
ま
た
ビ
ザ
取
得
の
制

限
も
厳
し
く
、
移
動
の
自
由
が
奪
わ

れ
て
お
り
教
区
内
で
あ
っ
て
も
容
易

に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
合
同
の

礼
拝
す
ら
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
た
。
一
方
で
世
界
中
の
キ
リ
ス
ト

者
の
祈
り
と
支
え
が
あ
る
こ
と
を
喜

び
と
し
て
い
る
と
も
語
ら
れ
た
。

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
大
切
な

学
び
の
時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
司
祭
　
須 

賀 

義 

和
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ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　
『
裸
足
の
宣
教
』
出
版
の
ご
案
内

　
過
去
を
誠
実
に
顧
み
、
現
在
に
至
る

恵
み
を
感
謝
し
、
足
ら
ざ
る
を
知
る
こ

と
は
、
歩
む
べ
き
未
来
を
指
し
示
す
、

大
切
な
道
標
に
な
り
ま
す
。
日
本
聖
公

会
が
昨
年
、
宣
教
１
５
０
周
年
を
祝
う

際
に
掲
げ
た
テ
ー
マ
は
、
「
こ
ぎ
出

せ
、
沖
へ
」
で
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｃ
・

Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
の
来
日
か
ら

数
え
た
歳
月
の
歩
み
を
、
感
謝
し
て
喜

び
祝
う
と
同
時
に
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
が
、
１
５
１
年
か
ら
の
歴
史
に
主
体

的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

決
断
す
る
節
目
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
記
念
礼
拝
の
説
教
者
と
し
て
立
た

れ
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
は
、
日
本

聖
公
会
の
歴
史
を
、
簡
素
で
軽
や
か
に

歩
む
「
裸
足
の
宣
教
」
と
し
て
評
価
さ

れ
る
と
共
に
、
私
た
ち
が
針
路
を
見
定

め
、
こ
ぎ
出
す
た
め
の
勇
気
と
励
ま
し

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
と
分
か
ち
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
信
仰
生
活
に
お
い
て
実
践
し

て
ゆ
く
た
め
の
助
け
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
信
仰
と
生
活
委
員
会
か

ら
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
裸
足
の
宣

教
』
を
出
版
い
た
し
ま
す
。

　
同
書
は
、
大
主
教
の
説
教
を
深
く

味
わ
う
た
め
の
「
問
い
」
や
「
祈

り
」
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
個
人

で
思
い
巡
ら
す
に
も
、
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
う
に
も
自
在
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
理
解

の
助
け
と
な
る
資
料
も
用
意
し
ま
し

た
。
大
主
教
が
説
教
で
言
及
さ
れ

た
、
「
ビ
カ
ス
テ
ス
主
教
の
靴
を
脱

い
で
の
堅
信
式
」
の
原
資
料
翻
訳

（
資
料
２
）
や
、
１
９
９
８
年
ラ
ン

ベ
ス
会
議
で
の
日
本
聖
公
会
の
貢
献

に
つ
い
て
の
公
式
記
録
（
資
料
４
）

は
、
世
界
か
ら
見
た
日
本
聖
公
会
の

宣
教
へ
の
評
価
と
し
て
、
新
鮮
に
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
「
日
本
聖
公
会
黎
明
期
の
二
人

の
主
教
」
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
文

献
を
参
照
し
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
ま

し
た
（
資
料
１
）
。

　
加
え
て
、
「
副
読
本
」
と
し
て
創

作
短
編
物
語
が
付
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
主
教
の
説
教
に
鼓
舞
さ
れ
て
書
き
下

ろ
さ
れ
た
入
魂
の
一
作
で
す
。

　
こ
の
全
80
頁
か
ら
成
る
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
を
、
様
々
な
場
面
で
活
用
し
な

が
ら
、
共
に
「
裸
足
の
宣
教
」
に
こ

ぎ
出
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

       

信
仰
と
生
活
委
員
会
委
員
長

                 

司
祭
　
宮 

﨑
　
光

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
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